
　「暖かな冬が終わり，いよいよ寒い春が訪れました」と，まるで季語が逆転してしまい
そうな春の訪れである．温暖化，エルニーニョ現象など，地球規模の説明がなされればな
されるほど，「だから我慢しなさい」と聞こえてならない．ずっと以前，どなたかの講演
で，社会科学は自然科学を乗り越えられないのかというテーマのお話を聞いた．
　これまで，人類は社会で生じる様々な問題を物の発明で解決してきた．
　例えば，中世では暖をとるために壁の中に通気穴をはりめぐらし，そこにもぐり込める
子ども達が掃除をしていた．掃除中であることが気づかれず，暖炉に火が入れられて多く
の子ども達が事故死した．それを解決したのはストーブの発明であったという．いまだに
印象に残っている話である．暖をとる発明に連動して，暑いときに涼をとる器具が作られ
た．これはそれ以上の暖気を周囲にまき散らす．産業の発展に伴い，気がつけば地球全体
が暖房の中に入ってしまった．温暖化という民族や人種，宗教を超えた，そして自然科学
分野の人智ではもはや抑え込むことができない問題へと発展してしまったのである．社会
科学の人智にしか救いは見いだせそうもないが，過去の歴史が繰り返されるならば，温暖
化がとてもお寒い話となってしまう．しゃれや冗談では済まされないことがさらに辛い．
　必要があって理学療法士の人口動態を調べたら，大変なことが起きていた．起きていた
のではなく確実に起きそうなのである．何かというと，今年入学した全新入生が卒業して
就職するころには，理学療法士はおよそ 9 万 5 千人となり，その半数以上が 21～27 歳の
中に含まれてしまう．年間に誕生する理学療法士数はそろそろ頭打ちになると思われるが，
今後の理学療法の世界では，現在養成校に籍を置く学生諸君の塊が，ハレー彗星の頭部の
ようになって歴史という空間を突き進むようにイメージできるのである．すなわち，世代
の断絶が種々の所で起こることは避けられそうもない．理学療法士は経験的に得られた知
識や技術が多い．art and science の art で彩られてきた職能である．art も突き詰めれば sci-
ence で置き換えていけるのであろうが，そのプロセスは途方もなく大変で，そうかといっ
てこのままいけば理学療法士が培ってきた経験的知識や技術の多くは間違いなく断絶す
る．本号の特集に実践理学療法とエビデンスを組んだのは他でもない．これが起爆剤となっ
てエビデンスの集積が一層進むことを願ったからである．まさに企画通り，理学療法士界
が直面している本当に緊急な課題であることを，特集記事を拝読することで強く感じた次
第である．
 （高橋正明）
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